January 12, 2010 科学講座3
「SL世界の物理法則 3 風と雲の話」
Almond Andel: おいおい集まってくるのではと思いますが

Almond Andel: そろそろはじめましょうね。

Almond Andel: よろしくお願いします。

Yan Lauria: はい、それでは

Almond Andel: 今日は、Yanさんによる科学講座、

Almond Andel: すべてテキストですすめていただきます

Yan Lauria: はい

Yan Lauria: えっと、

Yan Lauria: 皆さん、カメラを動かして、

Yan Lauria: この草むらを真上から見下ろせますか？

marube Oh: はい

Elderrabby Bailey: はい

Kobun Footpad: はい

Mogura Yokosuka: okです

Yan Lauria: 今はだいたい同じ方向になびいてるけど

Yan Lauria: ときどき、この上を渦が通ります

Yan Lauria: それで、一方、プロジェクタも見なきゃいけないので

comet Morigi: プロジェクター最大サイズにして、少し上に向ければ。

Yan Lauria: まあ、風の渦が通っているのに誰か気づいたら

Yan Lauria: 言ってくださいね

marube Oh: はい

Almond Andel: はい

Mogura Yokosuka: 見やすくなりました

Elderrabby Bailey: うんうん

comet Morigi: 来ました。

Kobun Footpad: うねってますね

marube Oh: おおお

Yan Lauria: じゃ、はじめます

Elderrabby Bailey: これが渦？？

Yan Lauria: ですね

Elderrabby Bailey: ふーむ

comet Morigi: 渦が大きすぎて、ここに収まるような小さいのは、珍しいです。

Yan Lauria: じゃ、

Elderrabby Bailey: なる

Yan Lauria: 一つ目の宿題はアバターの落下速度ですが

Yan Lauria: 復習するとこの３つのことが分かってます。

Yan Lauria: それとアバターはだれでも同じ速度で落下します。

Elderrabby Bailey: うず

Yan Lauria: 原因が何か見つけた方はいますか？

Yan Lauria: 今、渦が見事ですね

comet Morigi: 渦、来てます。

marube Oh: 綺麗ですね

comet Morigi: 今、プロジェクターを通過
Elderrabby Bailey: 乱れた

Yan Lauria: これ見てるだけで飽きないですね

Elderrabby Bailey: 流れが変わった

Yan Lauria: ふむふむ

Yan Lauria: それで、どなたもおられないですか、裸で飛び降りた人

Elderrabby Bailey: ｗｗｗｗ

taichi Debbel: こんばんは

Elderrabby Bailey: こんばんは～

marube Oh: う～む。。。やってない

Yan Lauria: 服を着た誰かといっしょに裸で飛び降りないと比べられないから

Elderrabby Bailey: ｗｗｗｗ

Mogura Yokosuka: ｗｗ

Elderrabby Bailey: おおうず

comet Morigi: それは、つまり、裸とプリムをいっぱい着ている人が、並んで落ちるということですね。

Almond Andel: こんばんは。カメラを操作して、真上からリボンを眺めながら、プロジェクタも見るよう

Yan Lauria: よほど親しい人と一緒でないと

Almond Andel: お願いしてます

Elderrabby Bailey: ぷはｗ

Yan Lauria: お

Almond Andel: 風の渦が通り過ぎるのを

Elderrabby Bailey: うず

Almond Andel: 観察してます

taichi Debbel: はい

Yan Lauria: はい、ま、結局これは謎のままです。

Yan Lauria: 次行きます。

Luke Alex: スキンを工夫すれば、裸に見えないようにもできますよね

comet Morigi: 真っ黒なスキンを着ていると、あまり恥ずかしくないです。

Elderrabby Bailey: ｈｍｈｍ

taichi Debbel: ＾＾

Yan Lauria: おおお

Elderrabby Bailey: ひょう柄とか？ｗ

comet Morigi: テンプレートとか。

Kobun Footpad: 液体金属ターミネーターとか

Yan Lauria: なるほど

Mogura Yokosuka: ｗｗｗ

Yan Lauria: ま、そういうことで次に

Elderrabby Bailey: ぁぃ

comet Morigi: テンプレートは、網目がちょっとエロチックですね。

Luke Alex: ターミネータールックのスキンは見たことがありますよ

Yan Lauria: このグラフ見えますか？

marube Oh: はい

Elderrabby Bailey: はーい

Yan Lauria: アップにしないとね

Yan Lauria: 氷期・間氷期サイクルですが、

Yan Lauria: 200万年ぐらい前は４万年周期

Yan Lauria: １００万年前から10万年周期に切り替わっているのが分かりますか？

Elderrabby Bailey: はい

Yan Lauria: そもそも、宿題の趣旨は、ありえない偶然が３つ見つかると

Yan Lauria: 現実世界RLも、じつは高次の住民によるシミュレーションではないかという

Yan Lauria: それで１つめは生命の誕生

Yan Lauria: ２つめは皆既日食

Yan Lauria: それで３つめを捜すという宿題ですが

Yan Lauria: わたしが見つけたのはこの10万年周期です

Elderrabby Bailey: ほー

marube Oh: へ～

Yan Lauria: この氷期と間氷期のサイクルというのは

Yan Lauria: 下のグラフにある地軸傾斜角とか

Elderrabby Bailey: ぬー

Yan Lauria: 楕円軌道のへんしん率の変化の周期に関係するんですが

taichi Debbel: はい

Yan Lauria: その周期は9.5万年とか、12.5万年はあっても

Yan Lauria: 10万年周期がありません

Elderrabby Bailey: ふーん

Yan Lauria: 右下のほうを見てもらえば

taichi Debbel: そうですねー

Yan Lauria: で

Yan Lauria: 次のグラフは最近１００万年の気温の変化で

Yan Lauria: この周波数分布を見ると10.0万年のところにピークがあります。

Yan Lauria: するどいピーク。

marube Oh: すごい。。

Yan Lauria: 9.5万年でも１２．５万年でもない。

taichi Debbel: そうですね

Yan Lauria: 10.0万年というのはおかしい。

Luke Alex: ピークの原因、特定されてますか？

Yan Lauria: これが、現実世界もシミュレーションである証拠
Yan Lauria: 渦が

Yan Lauria: きれいだ

comet Morigi: 紙が10本指で、10進法を使っていると？

Yan Lauria: ちょっとはずれたな

comet Morigi: 神

Yan Lauria: そう、神様

Elderrabby Bailey: ｗｗ

Yan Lauria: それでこのシミュレーションが始まったのは100万年前

Elderrabby Bailey: 科学では説明できないと？ｗ＞神

Yan Lauria: 10進法の神様

Yan Lauria: ところが

Yan Lauria: その後、より精度の高いデータが得られて

Yan Lauria: この上のグラフを見ると、さっきより10万年周期があいまいですね

Elderrabby Bailey: ですね

taichi Debbel: はい

Yan Lauria: 前のグラフは海底の堆積物から求めていますが

Yan Lauria: こっちのグラフはグリーンランド氷床コアから求めていて

Yan Lauria: 年代がより正確になっています

Yan Lauria: その周波数分布はというと

Almond Andel: （カメラ操作して、上から風の動きを眺めてます。渦がときどき通ります）

Yan Lauria: さっきみたいに尖がってなくて

Yan Lauria: 幅がありますね

Elderrabby Bailey: はい

taichi Debbel: ええ

Yan Lauria: ようするに、神も、なかなか自分の正体を現さないよう工夫してる

Elderrabby Bailey: ｗｗｗ

taichi Debbel: ＾＾

Solaris Braham: ＾＾

Yan Lauria: ま、そういうことで

Yan Lauria: 皆さんは、何か見つけましたか？

Yan Lauria: じゃ、宿題はこのへんにして

Yan Lauria: 今日の本題

Yan Lauria: これ、元ネタは

Yan Lauria: ここに来られているコメットさんと

Yan Lauria: それと、今日は来てませんが

Yan Lauria: ビアンカさんという学生さんが発見したことです。

Elderrabby Bailey: へぇー

Yan Lauria: それを借用してるだけで

Yan Lauria: 見えますか？

marube Oh: はい

taichi Debbel: はい

Yan Lauria: 最初の発見はコメットさんで

Elderrabby Bailey: この白いのなんですか

Yan Lauria: 煙突の煙をできるだけ伸ばそうとしたら

Elderrabby Bailey: あー

Yan Lauria: KAZEというシムの煙突

Yan Lauria: いまでもありますよ

Elderrabby Bailey: ほうほう

Yan Lauria: このように風が変化してることに気づいたんですね

Almond Andel: （カメラ操作して、上から風の動きを眺め観察してます。渦がときどき通ります）

Luke Alex: 煙はフレキシブル？　パーティクル？　どちらですか？

Elderrabby Bailey: 風というとヨットに乗った時に気付いた

Yan Lauria: パーティクルですね

Elderrabby Bailey: 必要

Yan Lauria: なるほど

Elderrabby Bailey: パーティクルか～

Rianna Demina: （こんにちは。風がみえました＾＾）

Yan Lauria: それで、そこから発展して

Yan Lauria: シム全体の風の変化を見えるようにした

Elderrabby Bailey: おお

taichi Debbel: おお

Elderrabby Bailey: ひとだまちっくｗ

Yan Lauria: これが１つのシム全体です。

Elderrabby Bailey: へー

Yan Lauria: その中に２～３個の渦があることの発見

Yan Lauria: さらにコメットさんはこの風をアートに

taichi Debbel: ＾＾

taichi Debbel: すごい

marube Oh: あ～、これすごいですよね

Elderrabby Bailey: これはつまりリンデンが作り出してるんですよね？

Elderrabby Bailey: 人工風を

Yan Lauria: 今、この「風の円」はどこにもないんです。残念

Elderrabby Bailey: へー

Yan Lauria: はい。サーバーで計算しています。

Elderrabby Bailey: なる

Yan Lauria: ちゃんと論文も見つかって

Elderrabby Bailey: へー

Yan Lauria: Josの計算法

Yan Lauria: ちゃんと、隣のシムとも連動しています。

Elderrabby Bailey: ｈｍｈｍ

Yan Lauria: それで１６ｍメッシュより小さい渦構造はあるか？

Yan Lauria: そこでビアンカさんがこういう草むらセンサーを作って

Elderrabby Bailey: 草むらセンサー！ｗ

Yan Lauria: すると、16mより小さな渦構造はないことを見せてくれました

Elderrabby Bailey: へぇー

Yan Lauria: これって、すごいなと

comet Morigi: 無かったんですか？

Yan Lauria: ね、コメットさん？

comet Morigi: たぶん、直線で補完しているので、

comet Morigi: 16mより細かい情報は、確認できないんですが、

Yan Lauria: フラクタルのように大きな渦構造の中にちいさな渦構造もあるかと思ったら

comet Morigi: その範囲で、小さな渦は見えることがあります。

Yan Lauria: サーバーはそこまでは計算していないみたい

comet Morigi: 16m正方形の頂点が、回転するように風向きを持っていると、正方形の中心が渦の中心になりそう。

Elderrabby Bailey: ふーむ

Yan Lauria: うん

Luke Alex: 小さすぎる渦があると、髪の毛の動きなどに悪影響が出るかも。

comet Morigi: でも、まあ、間を補完しているだけの可能性が高いです。

Yan Lauria: この直線補完、なかなかうまくやってますね

Yan Lauria: 渦の中心がごく小さな円になります。

marube Oh: お～いまなびいてる。。

Yan Lauria: うん

Elderrabby Bailey: うずうずｗ

Mogura Yokosuka: うずきてるねｗ

taichi Debbel: うんうん

Solaris Braham: できましたねー

comet Morigi: 神の仕業か、タイミングが良すぎる。

Elderrabby Bailey: ＾＾；

taichi Debbel: ＾＾

Yan Lauria: 渦の中心の直径は16mよりずっと小さい

comet Morigi: 三つ目の奇跡。

Yan Lauria: うん

marube Oh: リンデンさんが動かしてたり？（ここだめ）

marube Oh: ここだけ

Yan Lauria: 髪の毛が揺らぐのは、フレキシの仕業で

Almond Andel: （カメラ操作して、上から風の動きを眺め観察してます。渦がときどき通ります）＞遅れてきたかた

Yan Lauria: フラッタリングっていうハタメキ現象を

Elderrabby Bailey: ここのはリンデン技でしょうｗｗ＠風

Yan Lauria: サーバーじゃなくて、PC側で計算しています

Elderrabby Bailey: なる～

Luke Alex: それも面白いですね

Yan Lauria: それをビアンカさんが見つけた方法というと

Yan Lauria: SLビュワーを２つ立ち上げて

taichi Debbel: じゃあ人によってラグがあるんだ

Yan Lauria: それぞれのアカウントで同じはためきを見る

Elderrabby Bailey: あるだろうなぁ＠ラグ

Yan Lauria: するとアクティブなビュワーの方が

Yan Lauria: バック側にあるウインドウより

Yan Lauria: ばたつきが激しい

Elderrabby Bailey: 画面自体の見え方だって違うんだから

Yan Lauria: それでPC側で計算しているんだという

taichi Debbel: 音楽の聞こえ方も違う

Elderrabby Bailey: ｈｍｈｍ

Yan Lauria: こんな風に、SL世界で、じぶんで

Yan Lauria: 観測方法を工夫して

Yan Lauria: 法則を見つけるという

Elderrabby Bailey: うふふ＾＾

Yan Lauria: 二人に大変感心して

Elderrabby Bailey: 楽しいですねｗ

Yan Lauria: すごいなと

taichi Debbel: 本当です

Almond Andel: そうですね。

Luke Alex: 凄い技だw ネットゲームの位置ズレなどの仕様を確認する方法と似てるw

Yan Lauria: 私のシーソーとか落下実験とかも

Yan Lauria: それで次の疑問が

Yan Lauria: 雲

Yan Lauria: 今、わかっていることはここに書いてあることで

Elderrabby Bailey: なるほどね～

Yan Lauria: なかなか雲と風の関係が分からない

Yan Lauria: リンデンのWIkiに

Elderrabby Bailey: ただ、ＲＬ世界の神にはお尋ねできないけど、

Elderrabby Bailey: ＳＬなら、直接リンデン神にお聞きすればｗｗｗ

Yan Lauria: 風と湿度と雲が関係しているかのような記述があるんですが

Elderrabby Bailey: 話は早いのではｗ

marube Oh: 湿度！

Elderrabby Bailey: うはは

Yan Lauria: コメットさん、聞いてみたんですよね？

Elderrabby Bailey: ＳＬにも湿度か！＾＾

comet Morigi: 手持ちのシムの風が、硬直しやすくて、

taichi Debbel: 湿度が無いと雲は産まれない

Elderrabby Bailey: ＳＬも？

Yan Lauria: うん？

comet Morigi: 使えなかったんで、リンデンにチケットを。

Yan Lauria: ほう

comet Morigi: それで、普通の担当者では、Wikiを紹介することしかできません。

Elderrabby Bailey: へぇー

comet Morigi: もっと上の担当者が、社内の残っているかどうかも、私たちからは見えない。

Elderrabby Bailey: ふーむ

Yan Lauria: ということで、リンデンの社員も分からない

Elderrabby Bailey: ｗｗｗ

taichi Debbel: そうなのか

Elderrabby Bailey: 神秘性があるから神なのであってｗ

Elderrabby Bailey: 種明かししたら神ではないのだｗ

Yan Lauria: 雲量という液体の水は関数で取得できるんですが、

Yan Lauria: 湿度という気体の水を取得する関数がない

marube Oh: は～。。。。

Yan Lauria: 私は神（プログラマー）が隠し関数を使ってると思うんですが

taichi Debbel: そうですね

Elderrabby Bailey: 関数か～

marube Oh: そこは神秘性を持たせてるんだ。。

comet Morigi: 普通のゲームでも、タイトルが社から社へ転売されるぐらいだから。SLも、大きくなっていく過程で、何年も前に導入した気象シミュレータの記憶が、現社員に残ってるかどうか、心許ないですね。

Yan Lauria: それで湿度と凝結した雲粒との間でシーソー現象を作ってる

Elderrabby Bailey: ふーｍ

Yan Lauria: でもコメットさんは湿度なんかなくても

Yan Lauria: 雲らしきものは作れる

Elderrabby Bailey: さっきの煙が

Elderrabby Bailey: それっぽいｗ

Yan Lauria: 雲濃度最大になったところで昔は雨が降ったそうで

Elderrabby Bailey: へー！

Yan Lauria: その雨をやめにしたので

taichi Debbel: そうなんですか？

Yan Lauria: じつは雨が降ったら雲が減るというシーソー現象かも

Elderrabby Bailey: へぇ～

Yan Lauria: それでもうひとつの問題が

Elderrabby Bailey: そんな自然現象がここにもあったんだ

comet Morigi: それは、Wikiに書いてあるんですけど、昔の雨のは、屋根を突き抜けて、部屋の中に入ってくるんで、不評だった。

Yan Lauria: 雲の動きと風とは関係あるか

Elderrabby Bailey: 不評ｗｗｗ

taichi Debbel: それは困る

Kobun Footpad: そりゃ、不評にもなるw

Elderrabby Bailey: ｗｗｗ

Luke Alex: 雨漏り標準仕様ですか・・・

Elderrabby Bailey: あはは

Yan Lauria: 雲は風に乗って動くと思うのが自然だけど

Mogura Yokosuka: ｗｗ

comet Morigi: SLの神は、住民が不平を言うと、素直に従う。

Elderrabby Bailey: あは

taichi Debbel: あはは

Yan Lauria: うんうん

Yan Lauria: ここで注意するのは、SLの雲には２種類あって

Almond Andel: 雲、風に乗って動きますよね

Yan Lauria: 天球にはりついてる雲は無視して

Almond Andel: ふつう

panda Kidd: 今は、垂直に降る雨は屋根を突き破らないんですが、風の影響で斜めに降った場合は、相変わらず突き破りますねｗ

Elderrabby Bailey: げｗ

Yan Lauria: 190ｍあたりにある雲だけ見る

Kobun Footpad: あ、面白い。Volumeの描画を省略すると。雲がぐるぐる回ってる様子がわかる

Yan Lauria: 上空から雲を見下ろしてその動きを見てると

Yan Lauria: なんかそう、シムをおおきくぐるぐる回っているように見えて

Yan Lauria: その動きも、ビュワーによって違う

Elderrabby Bailey: ですね

Yan Lauria: 遅いパソコンだとなかなか雲の動きが見えない

Yan Lauria: それで、私は雲の動きはPC側で計算していると思った

comet Morigi: ボリュームを消すのは、思い付かなかった。

Yan Lauria: ところが、コメットさん、また観測方法を工夫した

Yan Lauria: その続きは見学会でお見せするとして

Elderrabby Bailey: ぁぃ

Yan Lauria: kono

Yan Lauria: この円筒地球にタッチしてノートカードを取ってください

Yan Lauria: みなさん、こっち

marube Oh: はい

marube Oh: 右の円柱です

Yan Lauria: ノートカード見ましたか？

Almond Andel: はい

marube Oh: はい

Elderrabby Bailey: はい

taichi Debbel: はい

Naoyuki Mertel: はい

Luke Alex: OK

Yan Lauria: そこにランドマークが３つあって

Yan Lauria: それを今から回りますが

Yan Lauria: 注意するのは

Elderrabby Bailey: はい

Yan Lauria: 描画距離と最大パーティ来る数を最大にする

Yan Lauria: やりかた分かりますか？

Elderrabby Bailey: わかりません

Yan Lauria: このノートカードに書いてある方法を試せますか？

Elderrabby Bailey: 今試みてます

Mogura Yokosuka: CTRL-Pまたは編集＞環境設定

の表示タブでカスタムにチェックを入れて、「描画距離」と「最大パーティクル数」をそれぞれ最大にしてください

Yan Lauria: はい

comet Morigi: ここで試すと、ビュアが急に重くなることがあるので、現地に着いてからの方が良いです。

Yan Lauria: なるほど

marube Oh: はい

Elderrabby Bailey: はーい

Almond Andel: それ以外の効果を向こうにする、というのは、どういうことかな

comet Morigi: それと、

Almond Andel: はあい。とりあえず

Elderrabby Bailey: すでにフリーズしかけているｗｗｗ

Almond Andel: 無効

comet Morigi: 最初に、風展望台に行きましょう。

Elderrabby Bailey: はい

Yan Lauria: そこんところは難しいのでとりあえず行ってみましょう。

comet Morigi: 見る者が多すぎると、最初は読み難いので。

Kobun Footpad: シェーダー類のチェックを外すとかLowにするとかかな

Yan Lauria: じゃ、ばらばらに行きますか

Almond Andel: じゃ、まず、テレポートしてください

Yan Lauria: では

taichi Debbel: はーい

Almond Andel:
 http://slurl.com/secondlife/Ball%20State%20Instructional2/128/128/2

Solaris Braham: 私はちょっとこれから用事があるので移動しますー

Solaris Braham: おつかれさまでしたー

Almond Andel: はい。おつかれさまでした。

Almond Andel: また、きてくださいね

Almond Andel: なおさん、今年もよろしくお願いしますね

Almond Andel: テレポートします

Naoyuki Mertel: あ、アーモンドさんこんばんは＾＾

Teleport completed from http://slurl.com/secondlife/BaikUn/190/106/251

Rianna Demina: 上からみるときれい

Mogura Yokosuka: 鳥瞰で見るやつですか？

taichi Debbel: 本当だ

Rianna Demina: 下に渦がみえますよ＾＾

marube Oh: これが風のながれ？

Mogura Yokosuka: ああ　見えるね

taichi Debbel: みえます

Rianna Demina: すこしづつみえてきました

Mogura Yokosuka: 赤とか黒いのは　何を表しているんだろう

taichi Debbel: 湿度？

Yan Lauria: ちゃんと雲のパーティクルは風に乗って動いてますね

Kobun Footpad: 雲の量って行ってましたね

Yan Lauria: 雲濃度です

Rianna Demina: なんでしょうねー　密度かなあ　雲がおおいろころが赤い

Yan Lauria: 赤いと雲濃度が高い

Rianna Demina: あ＾＾　yanさんいた

Yan Lauria: 黒いと晴れる

Mogura Yokosuka: なるほど

Mogura Yokosuka: 面白いですね　よく分かるｗ

comet Morigi: まず、4070mで、風だけ見ませんか？

marube Oh: へ～

Yan Lauria: 電熱ヒーターと思えば、赤いほど湯気が発生

Yan Lauria: そのほうがよかったかな

taichi Debbel: 温度がかんけいしてる？

Yan Lauria: LM付けてなかったから

Elderrabby Bailey: あ、つけた

comet Morigi: ここは、3っつの情報を同時に見せているので、馴れが要ります。

Yan Lauria: SLには気温はないんですね

comet Morigi: いま、SLURLを出します。

Rianna Demina: 斜め横からみても美しい♪

panda Kidd: あぁ、やっと来られた

comet Morigi の叫び:
 http://slurl.com/secondlife/Ball%20State%20Instructional2/129/128/4040

Yan Lauria: じゃ、そっちに行ってみましょう

Yan Lauria:
 http://slurl.com/secondlife/Ball%20State%20Instructional2/129/129/4040

comet Morigi: 私のプロフィール・ピックの一番上です。風専用展望台。

telepo3: telepo3 [script:radar] Script run-time error

telepo3: Math Error

comet Morigi: ここも、低すぎて、見学には不向きな席なんです。

comet Morigi: こちらへ、先にいらして下さい。
　 http://slurl.com/secondlife/Ball%20State%20Instructional2/129/128/4040

Elderrabby Bailey: ありがとう～

Luke Alex: 風の動きがこんな形で見れるとはw

Yan Lauria: そう

Yan Lauria: すごいですね

Elderrabby Bailey: あ、いた

comet Morigi: 緑の線が、シムの外縁です。

Elderrabby Bailey: おー

Mogura Yokosuka: シムの外にも風があるということですか？

comet Morigi: 青い逆ビラミッドに座って、ESCを二回叩いて下さい。鳥瞰できます。

sinamon Loon: 綺麗

Luke Alex: ヨットレースの風は、サーバーとは関係のないスクリプトで計算した標準の風を使うそうですね。

Yan Lauria: そうです。物理プリムには風抵抗は働かない

comet Morigi: マメタ市場で、山の斜面に衝突した風を、上昇気流として解釈するグライダーを見かけました。

Yan Lauria: へー

Elderrabby Bailey: うーん鳥瞰図にならない・・・

comet Morigi: 解釈するだけだけど。

Almond Andel: わたしも、ならないなー

comet Morigi: esc二回叩きました？鳥瞰

Elderrabby Bailey: はい

Almond Andel: はい・・・

comet Morigi: 大勢出来て、スクリプトのラグが出ているかも。

Elderrabby Bailey: ｈｍｈｍ

Yan Lauria: Windowsだと何もしなくても鳥瞰になりますね

Luke Alex: ヨットレースでは、風上のヨットの帆が風を妨げると弱まった風を受けたほうが負けるとか

comet Morigi: 基本的には、300m上から見下ろすだけなんです。　御自身で飛んでも、見えることは見えます。

panda Kidd: 描画距離が短すぎて、表示出来ていないということはないですか？＞私、さっきまでそうだった

Elderrabby Bailey: なんとか真上からは見えてます

Yan Lauria: カメラを下に向けて、バックさせても見れますよ

Almond Andel: 見えた

comet Morigi: Emeraldビュアなら、視点の移動が自由なので、もっと簡単に見下ろせますね。

Almond Andel: すごい

sinamon Loon: 綺麗ですねぇ

Elderrabby Bailey: きれいきれい

Elderrabby Bailey: ひとだまみたいー

comet Morigi: そうそう、描画距離を512mにしてください。

Yan Lauria: うん、感動する

marube Oh: ５１２？

Almond Andel: 最大ですね？

Kobun Footpad: ALT+ドラッグでカメラぐりぐり動かしてみても面白いよ

comet Morigi: 1024mまでのばす必要は無いんです。シム１個だけなので。

Yan Lauria: そう最大

Rianna Demina: きれいですね＾＾　渦♪

Yan Lauria: うん

Almond Andel: 斜めからも、真横からもきれいです

comet Morigi: 緑の線が、シムの縁です。

Yan Lauria: いつまでも見ても見飽きない

comet Morigi: シムの継ぎ目で、風が切り替わっています。

sinamon Loon: 飽きないですね＾＾

Almond Andel: ほんとですね。

taichi Debbel: そうですねー

Almond Andel: これが、風のうねりなんだ

Elderrabby Bailey: おー

Yan Lauria: 僕らはこの大きな渦の一部を地上の草むらで見てたんです

Elderrabby Bailey: ｈｍｈｍ

taichi Debbel: うんうん

sinamon Loon: バーニングライフの会場に、SLの大陸風をアートにした展示物がありました

comet Morigi: パーティクル質量の話は、次回に？

comet Morigi: 大陸風？

Yan Lauria: そうですね。もうかなり経ったから

sinamon Loon: この風を

sinamon Loon: 使っていたんだと思います

Yan Lauria: 皆さんね

Almond Andel: （遅ればせですが、キラカフェ、次回、1月19日はフリートークです。）

Elderrabby Bailey: はい

Almond Andel: あとは、自然解散ということでよろしいですか？

Elderrabby Bailey: はーい

Yan Lauria: パーティクルが連続的に発生してるんだけど

sinamon Loon: はい＾＾

marube Oh: はい！

comet Morigi: じゃ、この展示は、IDIA ボール大学芸術研究所が、しばらく残しているので、また見に来られます。いつでもどうぞ。

taichi Debbel: はい

Elderrabby Bailey: はい

sinamon Loon: はい＾＾

Elderrabby Bailey: おつかれさまでした～

Yan Lauria: 間隔がじょじょに広がってるところに注目いただくと

comet Morigi: 赤いテレポータから、下へ降りられます。

comet Morigi: １個しかないけど。

Yan Lauria: パーティクルが加速していて、質量があることがわかります

comet Morigi: その上、520mだったかな、見やすい席があります。

Elderrabby Bailey: あ、まるい

Yan Lauria: あと、ノートカードのLMを適宜、各自でひまなときに回ってくださいね

Elderrabby Bailey: はい

taichi Debbel: 分かりました

Yan Lauria: アビス海文台のオープンは1/22です

sinamon Loon: はい

Yan Lauria: どうもおつかれさまでした

Mogura Yokosuka: はい

comet Morigi: 下の、雲とパーティクルを比較する分は、アビス海文台に移築の予定です。

Elderrabby Bailey: なんかＴ字に

sinamon Loon: ありがとうございました

Almond Andel: ありがとうございました

Rianna Demina: ありがとうございました★

Elderrabby Bailey: ありがとうございました＾＾

Mogura Yokosuka: 面白かったです　ありがとうございました

marube Oh: ありがとうございました～。きれでした

Luke Alex: 楽しかったです

sinamon Loon: （遅くなってすみません。。。はじめまして）

taichi Debbel: おつかれさまでした

marube Oh: 面白かったです。

Yan Lauria: どうもどうも

taichi Debbel: 何時も楽しんでます

Kobun Footpad: 今日もありがとうございました。これで失礼します。

sinamon Loon: おつかれさまでした＾＾

Yan Lauria: 楽しんでいただけてうれしいです

Yan Lauria: おつかれさま

Rianna Demina: また伺います。失礼します＾＾　ぼるてっくす♪

Yan Lauria: はいどうも

taichi Debbel: 有り難うございましたまたですお休みなさい

sinamon Loon: おやすみなさい＾＾

Yan Lauria: おやすみなさい

comet Morigi: シナモンさん、青い逆ピラミッドに座ってみました？

sinamon Loon: あｗ

sinamon Loon: カメラ操作で

Yan Lauria: コメットさん、どうもありがとう

sinamon Loon: 上から見てました＾＾

sinamon Loon: ああ

sinamon Loon: 綺麗に正方形

Yan Lauria: これが１つのシム

Yan Lauria: 256m×256m

sinamon Loon: 綺麗です。。。

Yan Lauria: うんうん

sinamon Loon: 皆。。知らないのもったいないﾃﾞｽﾈ

Yan Lauria: そう、よく気が付いたもんで

comet Morigi: どうでしょうね。ヤンさんの聴講生と、観客層が一致している感じはしました。

Yan Lauria: 好きなひとたちなんですね

sinamon Loon: あは

sinamon Loon: まるべさんの紹介文を読んで

sinamon Loon: ずっと気になっていたんです＾＾；

Yan Lauria: へー

sinamon Loon: とてもいいタイミングで

sinamon Loon: ツイッターで紹介されていたので

Yan Lauria: そうなんだ

sinamon Loon: きてしまいましたｖ

sinamon Loon: はい＾＾

sinamon Loon: とても楽しかったですｖ

Yan Lauria: やっぱり風だけの展望台、それから風と雲の展望台という順でしたね

sinamon Loon: 風と雲・・

Yan Lauria: まだだったら、赤いセカンド気象台にタッチすると

Yan Lauria: 両方が同時に見れますよ

sinamon Loon: あ、さっき

Yan Lauria: ああ、きてましたね

sinamon Loon: 一瞬ｗ

comet Morigi: 4シム版とか、風雲版は、ここを見飽きた人が見に行くものだと思います。

Yan Lauria: あっちが重かったから

sinamon Loon: おおお～

Yan Lauria: なるほど

sinamon Loon: さっきゆっくりみれなかったので

sinamon Loon: 見て来ます＾＾

Yan Lauria: はい、いってらっしゃい

Luke Alex: そろそろおいとまします。おやすみなさい。

sinamon Loon: はいｖありがとうございました

sinamon Loon: はい＾＾

Yan Lauria: おやすみなさい

sinamon Loon: おやすみなさい

comet Morigi: おやすみなさい。Lukeさん
